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第
３
９
回
本
部
総
会 

活
動
報
告
と
運
動
方
針
（
案
） 

 

は
じ
め
に 

５
月
１
５
日
に
行
わ
れ
た
５
１

回
国
会
請
願
行
動
に
全
国
か
ら
１

５
０
名
が
、
参
加
し
１
１
万
筆
を
超

え
る
署
名
を
提
出
し
ま
し
た
。 

今
年
も
「
生
活
図
画
事
件
」
の
犠

牲
者
・
菱
谷
良
一
さ
ん
は
、
１
０
２

歳
で
元
気
に
参
加
さ
れ
ま
し
た
。 

戦
前
、
治
安
維
持
法
に
よ
る
弾
圧

が
原
因
で
命
を
落
と
し
た
人
は
、
判

明
し
て
い
る
だ
け
で
も
１
６
８
２

人
に
の
ぼ
り
ま
し
た
。
治
安
維
持
法

に
よ
る
送
検
者
は
、
１
９
２
８
年
～

４
５
年
に
７
万
５
千
人
を
こ
え
、
逮

捕
者
は
数
十
万
人
、
予
防
拘
束
や
警

察
へ
の
勾
留
は
、
数
百
万
人
に
及
び

ま
し
た
。
こ
の
数
は
、
専
制
政
治
の

野
蛮
さ
と
と
も
に
、
平
和
と
民
主
主

義
を
求
め
た
日
本
国
民
の
抵
抗
と

た
た
か
い
の
規
模
、
勇
敢
さ
を
示
す

も
の
で
す
。 

戦
後
、
勝
ち
取
ら
れ
た
主
権
在
民

を
は
じ
め
と
す
る
日
本
の
民
主
主

義
は
、
世
界
の
資
本
主
義
諸
国
の
中

で
も
、
最
も
野
蛮
な
抑
圧
の
も
と
に

あ
っ
た
戦
前
の
日
本
で
、
日
本
共
産

党
と
多
く
の
民
主
主
義
者
の
戦
い

が
社
会
進
歩
の
流
れ
に
沿
っ
て
い

た
か
ら
こ
そ
実
現
し
た
も
の
で
す
。 

治
安
維
持
法
制
定
か
ら
１
０
０

年
を
１
年
後
と
な
る
今
総
会
は
、
国

賠
同
盟
の
故
増
本
前
会
長
が
訴
え

続
け
て
こ
ら
れ
た
２
０
２
０
年
代

に
治
安
維
持
法
問
題
の
解
決
に
向

け
た
運
動
と
２
万
人
同
盟
建
設
を

目
指
す
年
で
あ
り
、
京
都
府
本
部
が

現
在
進
め
て
い
る
治
安
維
持
法
犠

牲
者
顕
彰
と
記
録
と
な
る
犠
牲
者

名
簿
の
編
さ
ん
と
出
版
を
成
功
さ

せ
る
年
と
な
り
ま
す
。 

 

国
会
で
は
、
こ
の
１
０
年
間
に

「
秘
密
保
護
法
」「
共
謀
罪
」「
盗
聴

法
」
が
施
行
さ
れ
国
民
監
視
が
つ
よ
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都
治
安
維
持
法
犠
牲
者
・
倉
岡
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め
ら
れ
て
い
ま
す
。 

「
重
要
経
済
安
保
情
報
保
護
法

案
」（
経
済
秘
密
保
護
法
案
）
は
、
漏

え
い
に
罰
則
を
科
す
国
家
機
密
の

範
囲
を
経
済
安
全
保
障
に
関
わ
る

情
報
に
も
広
げ
、
軍
事
や
外
交
な
ど

の
分
野
で
情
報
の
秘
匿
を
目
的
に

し
た
「
特
定
秘
密
保
護
法
」
の
経
済

安
保
版
で
す
。
秘
密
の
範
囲
が
大
幅

に
膨
ら
み
、
機
密
情
報
を
扱
う
た
め

に
求
め
ら
れ
る
「
適
性
評
価
」（
セ
キ

ュ
リ
テ
ィ
ー
ク
リ
ア
ラ
ン
ス
）
の
対

象
に
な
る
民
間
人
が
飛
躍
的
に
増

え
ま
す
。
国
民
の
知
る
権
利
や
表

現
・
言
論
の
自
由
を
侵
害
す
る
「
物

言
え
ぬ
社
会
」
作
り
を
一
層
進
め
る

悪
法
で
す
。 

残
念
な
が
ら
自
民
党
、
公
明
党
、

立
憲
民
主
党
、
日
本
維
新
の
会
、
国

民
民
主
党
な
ど
の
賛
成
多
数
で
可

決
さ
れ
ま
し
た
。 

 

岸
田
首
相
は
バ
イ
デ
ン
米
大
統

領
と
の
「
共
同
声
明
」
で
、
米
軍
と

自
衛
隊
の
指
揮
統
制
の
連
携
強
化

に
踏
み
込
み
、
米
国
の
先
制
攻
撃
の

戦
争
に
米
軍
の
指
揮
統
制
の
も
と

で
自
衛
隊
が
参
戦
す
る
道
を
開
く

日
米
軍
事
同
盟
の
歴
史
的
大
変
質

が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。 

 

「
共
同
声
明
」
で
米
国
は
日
本
の

殺
傷
兵
器
の
輸
出
解
禁
を
歓
迎
し
、

日
米
の
軍
需
産
業
を
統
合
す
る
協

議
体
を
つ
く
る
。
ミ
サ
イ
ル
の
共
同

開
発
・
生
産
を
実
施
す
る
「
死
の
商

人
国
家
」
の
道
を
歩
む
こ
と
に
な
り

ま
す
。 

 

長
距
離
ミ
サ
イ
ル
な
ど
敵
基
地

攻
撃
能
力
の
保
有
、
５
年
間
で
総
額

４
３
兆
円
と
い
う
大
軍
拡
な
ど
「
安

保
３
文
書
」
に
も
と
づ
く
「
戦
争
す

る
国
家
」
作
り
を
許
し
て
は
な
り
ま

せ
ん
。
米
軍
が
進
め
る
対
中
国
軍
事

戦
略
に
、
中
距
離
ミ
サ
イ
ル
な
ど
敵

基
地
攻
撃
能
力
を
持
ち
、
南
西
地
域

で
の
態
勢
強
化
を
図
り
自
衛
隊
を

組
み
込
む
こ
と
で
す
。 

平
時
か
ら
自
衛
隊
が
米
軍
の
指

揮
下
に
置
か
れ
、
有
事
に
な
れ
ば
有

無
を
言
わ
さ
ず
動
員
さ
れ
る
危
険

な
も
の
で
急
加
速
す
る
「
戦
争
国
家

づ
く
り
」
阻
止
の
国
民
的
運
動
が
求

め
ら
れ
ま
す
。 

 

さ
ら
に
、
国
が
指
揮
権
を
も
つ
自

治
法
の
改
悪
、
農
業
基
本
法
の
改
悪

で
食
糧
自
給
率
は
放
棄
し
な
が
ら

有
事
の
際
に
食
料
が
輸
入
で
き
な

く
な
っ
た
ら
農
家
に
芋
の
作
付
け

強
要
と
国
民
に
は
「
芋
を
食
え
」
と

と
ん
で
も
な
い
こ
と
ま
で
強
要
を

目
論
む
と
い
う
事
態
で
す
。 

自
民
党
が
政
治
資
金
規
正
法
改

定
の
修
正
案
を
前
代
未
聞
の
再
提

出
す
る
異
常
な
事
態
に
な
っ
て
い

ま
す
。
自
民
党
裏
金
問
題
解
決
の
本

質
は
、
「
真
相
解
明
な
く
し
て
政
治

改
革
な
し
」「
企
業
・
団
体
献
金
禁
止

な
く
し
て
政
治
改
革
な
し
」
で
す
。 

自
民
党
は
、
そ
れ
ら
を
あ
い
ま
い
に

し
、
公
明
、
維
新
を
利
用
し
て
突
破

し
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。 

国
民
の
命
と
暮
ら
し
に
関
わ
っ

て
、
２
０
２
３
年
１
１
月
の
実
質
賃

金
は
前
年
同
月
比
３
％
減
と
、
２
０

ケ
月
連
続
の
マ
イ
ナ
ス
。 

実
質
賃
金
が
１
９
９
６
年
を
ピ
ー

ク
に
低
下
し
、
暮
ら
し
に
困
難
を
も

た
ら
し
た
こ
と
が
、
「
失
わ
れ
た
３

０
年
」
と
言
わ
れ
る
経
済
の
停
滞
を

生
ん
で
い
ま
す
。
そ
こ
を
襲
っ
た
の

が
急
激
な
物
価
高
で
す
。
日
銀
が
３

ケ
月
ご
と
に
実
施
し
て
い
る
「
生
活

意
識
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
」

で
「
１
年
前
と
比
べ
て
暮
ら
し
向
き

に
ゆ
と
り
が
な
く
な
っ
て
き
た
」
と

の
回
答
は
、
直
近
の
２
０
２
３
年
９

月
調
査
で
５
７
，
４
％
と
、
リ
ー
マ

ン
・
シ
ョ
ッ
ク
後
に
迫
る
高
さ
で
す
。

格
差
を
正
し
、
誰
も
が
希
望
を
も
っ

て
暮
ら
せ
る
よ
う
政
治
の
役
割
が

い
っ
そ
う
重
要
と
い
ま
す
。 

 

今
こ
そ
、
同
盟
の
果
た
す
役
割
は

多
く
、
市
民
と
の
共
同
で
政
治
革
新
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と
治
安
維
持
法
犠
牲
者
へ
の
救
済

実
現
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。 

 

１
． 

国
会
請
願
活
動 

①
国
会
請
願
は
、
国
民
の
知
る
権
利

で
あ
る
請
願
権
の
行
使
で
あ
り
、
国

賠
同
盟
の
活
動
を
国
民
に
広
げ
る

最
も
基
本
的
な
活
動
で
す
。 

 

今
年
の
国
会
請
願
は
、
５
月
１
５

日
に
実
施
さ
れ
、
原
田
完
会
長
、
薮

田
均
男
事
務
局
長
、
谷
口
公
洋
理
事

の
３
名
が
参
加
し
ま
し
た
。 

 

参
議
院
は
、
共
産
党
の
井
上
哲
士

議
員
、
倉
林
明
子
議
員
、
立
憲
民
主

党
の
福
山
哲
郎
議
員
、
衆
議
院
は
、

共
産
党
の
穀
田
恵
二
議
員
、
立
憲
民

主
党
の
泉
健
太
議
員
、
山
井
和
則
議

員
、
滋
賀
県
の
嘉
田
由
紀
子
参
議
院

議
員
へ
の
要
請
訪
問
を
し
ま
し
た
。 

議
会
開
会
中
で
あ
っ
た
関
係
で

井
上
、
穀
田
の
２
人
の
議
員
と
懇
談

し
ま
し
た
。
共
産
党
の
３
議
員
か
ら

は
快
く
承
諾
し
て
頂
き
ま
し
た
が
、

立
憲
民
主
党
の
議
員
か
ら
は
承
諾

を
頂
け
ま
せ
ん
で
し
た
。 

今
年
度
の
府
本
部
の
請
願
署
名

数
は
、
団
体
３
２
団
体
、
個
人
署
名

が
２
０
１
０
筆
で
合
計
２
０
４
２

筆
で
昨
年
を
下
回
り
ま
し
た
。 

 

署
名
数
が
減
少
し
た
の
は
取
り

組
が
遅
れ
た
な
か
、
昨
年
１
２
月
か

ら
の
京
都
市
長
選
挙
が
た
た
か
わ

れ
た
こ
と
が
一
つ
の
要
因
で
す
。
こ

れ
か
ら
は
早
い
取
り
組
み
が
必
要

で
す
。 

今
年
度
は
、
従
来
か
ら
の
目
標
を

見
直
し
、
団
体
署
名
１
０
０
団
体
、

個
人
署
名
４
０
０
０
筆
と
し
ま
す
。 

戦
争
す
る
国
づ
く
り
が
進
め
ら

れ
る
情
勢
の
な
か
請
願
署
名
の
意

義
を
繰
り
返
し
学
び
つ
つ
、
請
願
署

名
で
大
き
な
力
を
発
揮
し
て
い
る

京
丹
後
支
部
の
経
験
に
学
び
日
常

活
動
の
中
心
に
し
た
活
動
、
「
早
い

時
期
」
の
取
り
組
み
と
「
集
中
的
」

取
り
組
み
を
結
合
さ
せ
目
標
達
成

を
目
指
し
ま
す
。 

②
宣
伝
部
活
動 

こ
の
１
年
間
、
宣
伝
署
名
活
動
は
、

定
例
清
水
寺
宣
伝
、
憲
法
集
会
、
メ

ー
デ―

な
ど
２
０
回
実
施
し
ま
し

た
。
各
宣
伝
活
動
に
は
、
延
べ
１
１

４
人
が
参
加
し
１
２
０
筆
を
集
め

ま
し
た
。 

今
年
度
か
ら
、
宇
治
洛
南
支
部
が
、

宇
治
洛
南
地
域
メ
ー
デ
ー
で
の
宣

伝
署
名
活
動
を
実
施
し
た
の
は
重

要
で
す
。 

 

今
後
、
宣
伝
ビ
ラ
の
作
成
な
ど
で

訴
え
る
工
夫
す
る
と
と
も
に
各
種

集
会
で
の
宣
伝
署
名
活
動
に
積
極

的
に
取
組
ん
で
い
き
ま
す
。 

 

２
． 

再
び
戦
争
と
暗
黒
政
治
を 

許
さ
な
い
活
動 

①
第
４
３
回
平
和
の
た
め
の
京
都

の
戦
争
展
は
、
８
月
１
日
～
６
日
ま

で
長
浜
バ
イ
オ
大
学
京
都
キ
ャ
ン

パ
ス
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

 

府
本
部
は
「
文
化
企
画
」
と
し
て
、

映
画
「
わ
が
青
春
つ
き
る
と
も
」
を

ア
ン
コ
ー
ル
上
映
、
展
示
コ
ー
ナ
ー

で
の
資
料
展
示
で
参
加
し
ま
し
た
。 

永
年
の
懸
案
で
あ
っ
た
古
い
パ

ネ
ル
を
更
新
し
、
新
し
い
企
画
と
し

て
「
京
都
の
治
安
維
持
法
事
件
・
犠

牲
者
」
の
Ｄ
Ⅴ
Ｄ
を
作
成
し
上
映
し

ま
し
た
。 

②
映
画
「
わ
が
青
春
つ
き
る
と
も
」

上
映
運
動
は
、
宇
治
山
宣
会
は
じ
め

各
上
映
実
行
員
会
な
ど
の
上
映
含

め
、
京
丹
後
市
、
舞
鶴
市
、
福
知
山

市
、
亀
岡
市
、
京
都
市
（
２
会
場
７

回
）、
宇
治
市
、
城
陽
市
、
京
田
辺
市
、

宇
治
田
原
町
で
上
映
し
鑑
賞
者
は
、

約
２
４
０
０
人
で
人
口
１
０
０
０

人
当
た
り
１
人
に
当
た
り
ま
す
。 

 

３
． 

治
安
維
持
法
犠
牲
者
顕
彰
運 

動
・
犠
牲
者
名
簿
作
成 

①
３
月
５
日
は
、
第
９
５
回
山
宣
墓

前
祭
が
開
催
さ
れ
、
府
本
部
を
代
表

し
て
原
田
完
会
長
が
追
悼
の
言
葉
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を
述
べ
ま
し
た
。
４
月
１
６
日
の
倉

岡
愛
穗
墓
前
祭
に
お
い
て
も
原
田

会
長
が
追
悼
の
言
葉
を
述
べ
ま
し

た
。 

 

国
領
五
一
郎
墓
前
祭
は
、
残
念
な

が
ら
開
催
さ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。 

②
犠
牲
者
名
簿
作
成 

２
０
２
２
年
か
ら
始
め
た
「
京
都

治
安
維
持
法
研
究
会
」
が
２
３
回
を

数
え
ま
し
た
。 

 

犠
牲
者
名
簿
の
全
体
の
構
成
に

つ
い
て 

㋑
「
京
都
関
連
治
安
維
持
法
事
件
・

犠
牲
者
」
の
冊
子 

㋺
「
京
都
関
連
の
犠
牲
者
名
簿
索
引
」 

冊
子
の
２
冊
を
作
成
・
出
版
予
定
。 

 

全
体
の
構
成
・
出
版
社
も
決
ま
り

執
筆
依
頼
、
執
筆
作
業
に
入
り
２
０

２
５
年
、
治
安
維
持
法
制
定
１
０
０

年
の
節
目
の
年
に
出
版
を
目
指
し

て
い
ま
す
。 

 

４
． 

支
部
建
設 

①
支
部
建
設
で
は
、
会
員
の
高
齢
化

が
進
む
な
か
活
動
全
般
に
困
難
な

状
況
が
続
き
早
い
時
期
の
改
善
が

急
務
で
す
。 

 

京
丹
後
支
部
は
、
倉
岡
愛
穗
墓
前

祭
の
取
組
み
や
請
願
署
名
活
動
で

大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。 

 

宇
治
洛
南
支
部
は
、
新
し
い
役
員

体
制
の
も
と
役
員
会
の
定
例
開
催

が
定
着
し
前
進
が
見
ら
れ
ま
す
。 

②
前
総
会
以
降
新
た
な
入
会
者
は
、

１
９
人
で
、
死
亡
な
ど
に
よ
る
退
会

者
が
３
３
人
で
、
１
４
人
の
後
退
で

現
勢
５
０
３
人
で
す
。 

 

会
員
の
後
退
傾
向
を
直
視
し
支

部
建
設
を
中
心
に
、
中
央
本
部
が
呼

び
か
け
て
い
る
２
万
人
同
盟
建
設

に
向
け
積
極
的
な
会
員
拡
大
の
取

組
み
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。 

 

５
．
財
政
、・
学
習
活
動 

①
２
０
２
３
年
度
の
決
算
は
、
収
入

の
部
で
会
員
の
高
齢
化
や
健
康
上

の
理
由
、
死
亡
退
会
な
ど
に
よ
り
会

員
現
勢
が
後
退
す
る
中
で
、
会
費
収

入
お
よ
び
寄
付
金
収
入
の
予
算
を

下
回
り
ま
し
た
。
支
出
の
部
で
は
、

顕
彰
活
動
を
支
え
る
予
算
を
組
み
、

継
続
し
た
治
安
維
持
法
研
究
会
の

開
催
、
犠
牲
者
名
簿
作
成
に
向
け
た

資
料
集
め
や
実
務
作
業
の
た
め
の

入
力
ア
ル
バ
イ
ト
の
雇
用
な
ど
、
２

０
２
５
年
度
に
冊
子
を
発
行
す
る

め
ど
を
着
実
に
前
進
さ
せ
る
結
果

と
な
り
ま
し
た
。
２
０
２
４
年
度
も

こ
れ
を
保
証
す
る
予
算
化
が
必
要

と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
治
安
維
持
法

の
解
説
の
た
め
に
デ
ジ
タ
ル
作
成

に
取
り
組
み
、
Ｄ
Ｖ
Ｄ
第
一
版
を
視

聴
さ
れ
た
方
の
意
見
を
踏
ま
え
、
再

編
集
し
次
年
度
、
完
成
版
を
目
指
し

て
い
ま
す
。 

２
０
２
１
年
か
ら
独
立
採
算
と

し
て
取
り
組
ん
だ
映
画
「
わ
が
青
春

つ
き
る
と
も
」
上
映
運
動
は
、
府
本

部
企
画
の
８
月
「
戦
争
展
」
上
映
で

一
区
切
り
つ
け
ま
し
た
。 

収
入
約
８
０
万
円
、
支
出
７
６
万

円
で
収
支
黒
字
の
結
果
と
な
り
、
独

自
に
取
り
組
ん
だ
京
丹
後
支
部
で

は
黒
字
を
生
ん
で
支
部
財
政
に
寄

与
し
、
洛
南
地
域
で
実
行
委
員
会
で

の
取
り
組
み
、
中
京
区
や
福
知
山

市
・
舞
鶴
市
な
ど
で
の
上
映
運
動
に

も
援
助
し
て
成
功
さ
せ
た
経
験
は

確
信
を
持
つ
活
動
と
な
り
ま
し
た
。 

②
教
育
・
学
習
活
動
で
は
、
治
安
維

持
法
研
究
会
を
継
続
に
努
め
ま
す
。 

③
「
治
安
維
持
法
と
現
代
」
な
ど
、

引
き
続
き
書
籍
販
売
、
固
定
読
者
拡

大
を
目
指
し
ま
す
。 

 

６
． 

府
本
部
の
さ
ら
な
る
前
進
を
！ 

 

映
画
「
わ
が
青
春
つ
き
る
と
も
」

の
上
映
運
動
の
成
功
に
確
信
を
持

ち
、
若
い
世
代
の
会
員
拡
大
に
積
極

的
に
取
り
組
み
支
部
活
動
を
中
心

に
据
え
た
活
動
を
重
視
し
さ
ら
な

る
府
本
部
活
動
を
前
進
さ
せ
ま
し

ょ
う
。 


